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Ｐ２　役員道内研修　芽室町北海コガネ生産組合
　　　人生100年時代のライフプランセミナーを

開催しました
Ｐ３　『地区別懇談会』ならびに『女性農業者懇談会』

開催のお知らせ
　　　あぐり広場
Ｐ４　ＪＡ女性部（女性部情報）
Ｐ５　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）

Ｐ９　令和４年産民間流通麦の本精算について
　　　令和５年産原料てん菜の生産実績
Ｐ10　令和４年産　共計大豆の本精算について
　　　令和４年産でん粉原料用馬鈴しょの本精算

について
Ｐ11　令和５年産種馬鈴しょ平均１個重について
Ｐ12　こんにちは！経済部です
Ｐ13　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎【計画・決算編】
Ｐ14　芽室町農協史
Ｐ16　みどりＧＸ新聞創刊！
Ｐ17　日本農業新聞　電子版
Ｐ18　春の新車フェア

今月の

　12月11日、芽室町北海コガネ生産組合役員５名にて㈱パイオニアフーズ（以下、㈱ＰＦ）で道内研修を
実施し、本年産の原料受入状況の確認及び次年度に向けた協議事項打合せをおこなってまいりました。
　本年産の㈱ＰＦ向けホッカイコガネは、例年より芽が出るのが早く、腐敗は極端に多くないが、貯蔵中
に進行する前に早めに工場で使用して対応していくとのことでした。
　また、総受入数量は8,559t となり、昨年対比約2,000t 増となったため、原料はひっ迫していないものの、
販売先からの引き合いは依然強いとのことでした。
　今後も引き続き、安定した数量に向けた増反、そして品質の維持・向上の要請があり、お互い協力しな
がら取り進めていきたいとし、協議を終えました。

役員道内研修　芽室町北海コガネ生産組合

　12月７日、ＪＡ大会議室でライフプランセミナーを開催
いたしました。
　セミナーには、年金友の会の皆様やこれから年金をお受
け取りする予定のお客様など、約120名の方々にご参加いた
だきました。
　講師を務めた相続・終活コンサルタントの明石 久美氏は、
全国各地で相続・終活セミナーを開催しており、終活にお
ける現場の声や過去の事例を紹介するなど、終始和やかな
雰囲気で講演は進みました。
　特に、認知症や介護状態になってしまった時についての
話には、多く参加者が頷きながら説明を聞いていました。
　当ＪＡでは、お客様が楽しんでいただける企画を通じて
地域貢献活動に取り組んでまいりますので、今後とも皆様のご協力をお願いいたします。

人生100年時代のライフプランセミナーを開催しました
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あぐり広場
◆出身地と前職　帯広市、販売業 
◆ご自身の性格　心配性
◆趣味　筋トレ、手芸
◆仕事中の最大の失敗
　トラクターで仮設トイレを運んでいた際、バッ
クリフトが壊れて下がってきていたらしく、ト
イレを道路の真ん中に置いてきてしまったこと
◆好きな農作業や苦手な農作業
　トラクター作業が好きで草取りなど苦手です
◆農業にたずさわっている中で喜びを感じる瞬間
　トラクターでGPSを使わずに整地をしていて真っ
直ぐにかけれた時
◆今後の目標や挑戦してみたいこと（仕事でもプ
ライベートでも）
　筋トレで少しでも重い重量をあげれるようになっ
ていきたい！

共栄農事組合
▲

藤井琴絵さん（39歳）
氏名（年齢）

▲

藤井信二さん経 営 主

▲

　令和５年度地区別懇談会を２月５日（月）・６日（火）の２日間、女性農業者懇談会を２月７日（水）
午前にＪＡ会議室で開催いたします。
　各懇談会では、令和６年度ＪＡ事業の基本方針ならびに各部の方針などをご説明し、組合員の皆さんの
率直なご意見・ご要望をお聞きしたいと考えています。
　経営主の方に限らず、青年・女性の方も含め組合員全員がＪＡ事業運営に参加くださいますようお願い
いたします。
　また、参加できない方には、説明動画の配信も予定していますので、配信日程が決まりしだい別途ご案
内いたします。
　なお、懇談会資料を同封させていただきましたので、事前にお目通しいただき、開催日程や会場などを
ご確認の上、懇談会当日には必ずご持参くださいますようお願いいたします。

『地区別懇談会』ならびに『女性農業者懇談会』開催のお知らせ

　資料は、各戸に１冊のみの配布となっておりますので、冊子の追加が必要な場合は、営農部 営農
情報課（TEL：６２－２３１３）までお申し出ください。
　また、ＪＡコネクトやＴＡＦシステム（てん蔵）でも閲覧することができます。
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　12月15日、芽室町健康プラザで中堅スポーツ交流会が開催され、部員72名が参加しました。
　今年度は、昨年体験形式で実施し好評であったモルックをトーナメント形式にておこない、受付順にチ
ームを割り振りすることで、他支部の部員との交流ができるよう工夫しました。初めはルールを思い出し
たり、理解するのに必死の様相でしたが、試合数をこなすにつれ、作戦を組み立てて声をかけ合うなど熱
い闘いが展開されていました。
　特に、最強王と最弱王を決める試合は一番の盛り上りを見せ、ギャラリーも応援に力が入っていました。
　最強王（優勝）はＨチーム、最弱王はＥチームという結果となり、最弱王のＥチームには役員お手製の
うまい棒なっとう味で作ったレイが授与されました。

中堅スポーツ交流会
～モルック最強・最弱王が決定！！～

狙ったところに投げるのが難しい…！ 優勝したＨチーム

　12月11日～12日の２日間、もみじ会温泉湯治がお
こなわれ、部員27名が参加しました。
　１日目は、足寄町にあるあしょろ庵で昼食を取っ
た後、宿泊地である「あかん遊久の里　鶴雅」に向
かいました。ホテル到着後は各自自由時間とし、ホ
テル内外の散策や、温泉、ラウンジでお話を楽しむ
など、夕食までの時間を思い思いに過ごされました。
　２日目は、「道の駅あしょろ　銀河ホール21」に
立ち寄り、お買い物や歌手の松山千春氏のギャラリ
ーを楽しみました。その後、「道の駅おとふけ　な
つぞらのふる里」へ向かい、昼食やリンパマッサー
ジを体験しました。
　あいにくの雪模様ではありましたが、ゆったりと
したひと時を過ごし、心も体もリフレッシュするこ
とができました。

もみじ会温泉湯治
～温泉で心も体もリフレッシュ～

あかん遊久の里　鶴雅でリフレッシュ

4



　12月19日、ＪＡめむろ大会議室でフレッシュミズ冬期研修
会が開催され、部員43名が参加しました。
　講師には、dōTERRA の小森文子氏をお呼びし、「アロマ
クラフト（イライラ解消スプレー作り）」をおこないました。
小森氏は、農業を営む傍ら、dōTERRA の純粋で優れた品質
のエッセンシャルオイルの良さを広める活動をされています。

　初めに、エッセンシャルオイルとは何か、
“香り”とは何かについてご講演いただ
いた後、アロマクラフトとして、イライ
ラ解消スプレー作りをおこないました。
　会場は終始素敵な香りに包まれ、リラ
ックスしながら研修を楽しみました。

フレッシュミズ冬期研修会
～アロマの力でリラックス～

小森氏の講演を熱心に聞く参加者

参加者らが作成したイライラ解消スプレー →

　12月19日、盟友76名参加のもと冬期交流会を開催
し、ホテルグランテラス帯広にて大忘年会を開催し
ました。交流会の余興では「早食い早飲み競争」「ゲ
ーム（マリオカート）対決」「パンスト綱引き」を
おこない、大いに盛り上がり、盟友同士の交流とよ
り一層の団結を深めることができました。

　12月11日、ディノスボウル帯広で「十勝地区農協
青年部協議会　上り線ブロックスポーツ大会」が開
催されました。
　今年度はＪＡ十勝清水町青年部の当番によりボウ
リングが企画され、組合せは親睦を図るため各単組
混合による１組４名で２ゲームおこないました。
　終了後には懇親会をおこない、普段話すことのな
い他単組の盟友と青年部活動などの情報交換で大い
に盛り上がりました。

青年部冬期交流会を開催
～盟友76名が参加～

十勝地区農協青年部協議会
上り線ブロックスポーツ大会

コーラの早飲み競争

他単組の盟友との親睦が深まりました
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第31回目の青年部国内視察研修を実施いたしましたのでご報告いたします。
今年の国内視察研修は２班体制10名で実施いたしました。

　　　　　方　　面　　栃木県、茨城県
第１班　　期　　間　　令和５年12月11日～13日
　　　　　研修者名　　�浅井　渉、土井　優斗、 

藤平　優太、舟渡　翔悟

研修①カルビーポテト株式会社　宇都宮事業所
【概要】�品種改良や先端技術の導入、栽培・収穫の

サポートによって調達した馬鈴しょをロス
なく貯蔵し、全国へ出荷しています。宇都
宮事業所では、加工品種のポロシリを生食
用としてイオングループやコストコなどに
出荷しているのが特徴です。

【感想】�加工品種であるポロシリを３年前からイオ
ングループやコストコなどに生食用として
流通しており、バイヤーからの評価も高く、
今後も生食用の販売に力を入れていくこと
がわかりました。大手の販路を開拓し、少
しでも生産者のためにという話を聞き、我々もより多くより良い品質の馬鈴しょを出荷していか
なければいけないと感じました。

研修②関商店
【概要】�関商店は茨城県にある主にサツマイモの生

産・加工販売をおこなっている法人農家で
す。自社で70haのサツマイモ、20haの馬
鈴薯を生産しています。また30ha分のサ
ツマイモを買い付けており、自社で干し芋
の生産もおこなっています。従業員は40人
おり、主にインドネシアの方を雇用してい
ます。

【感想】�サツマイモの加工販売を視察し、苗作りか
ら収穫までのお話をお聞きしました。サツ
マイモは目立った傷のないものにキュアリ
ングする必要はなく、病気や傷のあるものにキュアリングする必要があることがわかりました。
また、糖化させるにあたり13℃前後が良いこと、5℃を下回るとサツマイモはすぐダメになるなど、
産地以外での作物作りの難しさを教えていただきました。

［研修先］
①カルビーポテト株式会社　宇都宮事業所
②関商店

ＪＡめむろ青年部　国内視察研修報告
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　　　　　方　　面　　鹿児島県、福岡県
第２班　　期　　間　　令和５年12月５日～12月８日
　　　　　研修者名　　�西村　良太、清水　大地、 

鈴木　賢、佐々木　翔平、 
森浦　大介、上谷　楓

研修①熊本大同青果株式会社
【概要】�全国各地の青果物の生産者から委託を受け、

青果物を仲卸および小売業者に販売してい
ます。卸売り及び卸売市場の運営・冷蔵倉
庫業、葉茎菜、根菜、果菜、果実部門に分
かれており、ＪＡめむろとは今年度から一
部取引が始まりました。

【感想】�夕方に伺ったということもあり品数は少な
かったですが、青森県産の長いも、にんに
く、ごぼうなどが多く入っていました。今
後芽室産の取引拡大も考えていると仰っていたので販路拡大に期待が持てると思いました。

研修②エグチベジフル株式会社
【概要】�主に馬鈴しょの選果をしている会社です。

エグチベジフル株式会社のある長島には
約1,000件の農家があり、ほとんどが兼
業農家です。１件当たりの耕作面積は平
均30aで、ほ場１枚当たりの面積も約
30aです。メークインが２割、ニシユタ
カが８割で出荷先は主に関東となり、１
日の選果は200tです。

【感想】�島全体が馬鈴しょ畑で棚田状に畑が作ら
れていて、北海道と比べ馬鈴しょの草丈
や畝高が低く、栽培方法の違いが見られ
ました。種いも切りから収穫までほとん
どが手作業です。収穫後もミニコンに入
れて選果場まで運ぶため、ミニコンが10
万個以上あることに驚きました。選果場
も１日200tを超える能力があり、雇用者
数も多く島の一大産業となっていること
に驚きました。

［研修先］
①熊本大同青果株式会社
②エグチベジフル株式会社
③みやま市バイオマスセンター「ルフラン」
④ＪＡ糸島産直市場　伊都菜彩
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研修③みやま市バイオマスセンター「ルフラン」
【概要】�2013年に生ごみ収集モデル事業と液肥散布モデル事業を

開始しました。市内の家庭や工場等の生ごみ、浄化槽汚泥、
し尿を混ぜメタン発酵槽にて分解し、メタンガスを発酵さ
せています。メタンガスは施設発電の40％の電力を賄って
います。発酵を経て出た消化液は液肥として利用されてい
ます。

【感想】�再生可能エネルギーに着目し、生ごみや浄化槽汚泥から出
た液肥を水稲や野菜に利用して循環型社会になっていまし
た。この事業で出た液肥は無料で家庭菜園でも使えるよう
市内にタンクを17カ所も設置していました。市内で出たも
のを市内で消費するとても良い取り組みだと思いました。
これからの農業は安心・安全はもちろんのこと再生エネル
ギーの活用や循環型社会に適した営農をしていかなければ
ならないと感じました。

研修④ＪＡ糸島産直市場　伊都菜彩
【概要】�ＪＡ糸島直営の直売所で登録している農家は

1,500件を超え、野菜、お米、鮮魚、花卉類、
糸島豚などの畜産物、加工品など糸島産にこ
だわったありとあらゆる物が集まり、並ぶ食
材は1,000種類以上で売り上げ日本一、年間
来店客数130万人の直売所です。

【感想】�野菜、果物など販売されている品数の多さに
驚きました。お客さんも家族連れ、観光客だ
けではなく飲食店の仕入れとしても利用され
ているので、スーパーマーケットとしての一
面も大きいと感じました。生産者の顔、名前
が見え、糸島産にこだわった地域の食の中心
だと感じました。
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� 単位：円／60kg（税込）
品　種 等級 販売代金 販売諸掛 既払概算金 追加精算

き た ほ な み １等 4,738 ▲547 3,721 469
ゆ め ち か ら ２等 4,428 ▲547 3,412 469
キ タ ノ カ オ リ １等 7,087 ▲547 6,071 469
は る き ら り １等 5,328 ▲547 4,311 469
春 よ 恋 １等 5,949 ▲547 4,932 469

※円未満四捨五入表示

＜１俵当たり単価＞� 単位：円／60kg（税込）

品　種 等級 品代
（諸掛控除後）

品代
（Ｒ３年産対比） 数量払 合計

（品代+数量払）
き た ほ な み １等 4,191 +16 6,510 10,701
ゆ め ち か ら ２等 3,881 ▲534 7,650 11,531
キ タ ノ カ オ リ １等 6,540 +336 8,810 15,350
は る き ら り １等 4,781 ▲134 8,810 13,591
春 よ 恋 １等 5,402 ▲22 8,810 14,212

※円未満四捨五入表示

令和５年12月26日に組合員勘定及び貯金口座に入金しましたのでご確認ください。

てん菜生産実績表
耕作者 作付面積 収穫量 10ａ当たり 糖度
戸　数 内直播 収　量 糖　量
(戸 ) (ha) (ha) (%) (t) (kg) (kg) (%)

令和元年 387 2,745 494 18.0 201,185 7,329 1,217 16.6 
令和２年 392 2,756 675 24.5 198,844 7,216 1,176 16.3 
令和３年 388 2,866 986 34.4 225,445 7,865 1,274 16.2 
令和４年 380 2,780 1,396 50.2 170,612 6,138 951 15.5 
令和５年 369 2,577 1,533 59.5 181,487 7,042 915 13.0 

　令和４年産民間流通小麦の全道共計販売が完了し、下記のとおり本精算となりましたのでお知らせいた
します。
＜本精算内訳＞
　令和４年産民間流通小麦については、全銘柄において基準価格を上回る入札・相対価格となりました。
　“ゆめちから”については収穫前の断続的な降雨の影響で外観品質が劣り、２等級となりました。

　令和５年産原料てん菜は、10月4日
から12月27日の85日間（前年：10月8
日から12月21日の75日間）で181,487t
の原料を受入れ、１０a 当たり平均収量
7,042kg、糖度は13.0％となりました。
　昨年に引き続き褐斑病が多発し、
７月以降高温で経過するとともに、
気温の寒暖差が小さかったことで、
過去最低の糖度となりました。
　直播栽培は、令和元年以降移植か
ら転換が進み、約60％を占める状況
となっています。
　本精算は、２月末になる見込みです。

令和４年産民間流通小麦の本精算について

令和５年産原料てん菜の生産実績

8,000
7,500
7,000
6,500
6,000
5,500
5,000
4,500
4,000
3,500
3,0000

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令元年 2年 3年 4年 5年

移植 直播 10a収量
(ha) （kg）

作
付
面
積

ａ
当
た
り
収
量

作付面積と10a収量の推移

9



　令和４年産共計大豆の販売が完了し、下記のとおり本精算となりましたのでお知らせいたします。
＜本精算内訳＞
　契約栽培（事前値決方式）として、ユキシズカ9,000俵を１等9,612円（前年比▲259円）で販売いたしま
した。
　また、契約栽培（入札連動方式）として、ユキシズカ、トヨハルカの２品種　計29,300俵を契約栽培プ
レミアム216円加算で販売いたしました。

令和４年産共計大豆の本精算について

� 単位：円／60kg（税込）
品　種 等級 販売代金 販売諸経費 既払概算金 追加精算

ユ キ シ ズ カ １等 9,392 ▲2,326 ▲5,220 1,845
ユ キ シ ズ カ ３等 8,638 ▲2,326 ▲4,740 1,572
ト ヨ ハ ル カ ２等 9,857 ▲2,359 ▲5,220 2,278
大 袖 の 舞 １等 10,016 ▲2,259 ▲4,080 3,677

※小数点以下四捨五入表示

＜１俵当たり単価＞� 単位：円／60kg（税込）

品　種 等級 品代
（諸経費控除後）

品代
３年産対比

数量払
（３年産対比同額）

合計
（品代+数量払）

ユ キ シ ズ カ １等 7,065 922 10,830 17,895
ユ キ シ ズ カ ３等 6,312 1,031 9,460 15,772
ト ヨ ハ ル カ ２等 7,498 ▲1,708 10,140 17,638
大 袖 の 舞 １等 7,757 547 10,830 18,587

※小数点以下四捨五入表示、「品代３年産対比」のうち、トヨハルカの３年産は１等での比較、ユキシズカ３等は極小粒１等単価での比較

令和５年12月15日に組合員勘定及び貯金口座に入金しましたのでご確認ください。

　令和４年産北海道産馬鈴しょでん粉の生産量は155千 t（JA 系統147千 t、商系８千 t）と前年産からの
繰越数量17千 t を含めた令和４でん粉年度の期首供給量は、前年産93％の172千 t となりました。
　北海道産馬鈴しょでん粉の消費は新型コロナウイルスの自粛期間が明け、以前の水準まで回復しており、
堅調な需要で推移いたしました。しかしながら、馬鈴しょでん粉のひっ迫した需給環境を受けて前年実績
に基づいた供給に徹するなど、旺盛な需要に対して制限した調整販売を実施してまいりました。
� 【令和４年産 ホクレンでん粉共同精算書より】

【令和４年産でん粉原料用馬鈴薯概算金支払いについて】
　令和４年産共同計算より、インボイス制度に対応するため本精算につきましては共同計算の販売が完全
に完了した時点で実施することとなり、これまで収穫翌年にお支払いしていた「精算金」に代わって、「概
算金」をお支払いする運用に変更となりましたので、下記にて内容をご報告させていただきます。

●対象数量（純でん粉量）
　一般品種　　　1,052,353.668kg　　　40.1%
　専用品種　　　1,569,627.096kg　　　59.9%
　合　　計　　　2,621,980.764kg　　　 100%

●概算単価
　①純でん粉量１kg当たり単価（税込）
　　　　　一般品種：75.32587…円
　　　　　専用品種：75.43829…円
　②正味重量１kg当たり単価（税込）
　　　　　一般品種：11.04859…円
　　　　　専用品種：15.42167…円

令和４年産でん粉原料用馬鈴しょの本精算について
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　令和５年産種馬鈴しょは、基準収量を上回る品種が多く、一部品種を除いて１次申し込みに対して満度
に配布できる見込みであります。品質については、選別の徹底により、良品質種子出荷につとめておりま
す。
　各品種のサンプル検査による平均１個重は、下表の通りとなっておりますのでご確認ください。
　なお、同一品種・同一規格であっても大きさにはバラツキがありますので、全体的な傾向としてご理解
願います。

令和５年産種馬鈴しょ平均１個重について

種馬鈴しょ年度別平均１個重（ｇ）
品種名 令和５年産 令和４年産 令和３年産 令和２年産 令和元年産 平成30年産

メ ー ク イ ン 82 76 80 91 78 73
男 爵 薯 88 84 88 102 79 82
と う や 97 92 101 107 95 76
マ チ ル ダ 71 68 81 79 68 70
ト ヨ シ ロ 83 79 80 98 86 77
ス ノ ー デ ン 85 86 91 99 89 76
き た ひ め 98 88 97 104 90 77
ぽ ろ し り 93 89 93 107 93 84
さ や か 91 92 94 99 98 78
ホッカイコガネ 87 96 92 90 100 83
コ ナ ヒ メ 79 74 88 85 （75） （81）
平 　 　 均 87 84 90 96 86 78

※サンプル１個重は秋時点で計量しているため、誤差があります。
※（　）内はコナフブキ平均１個重値
※製品規格　平成30年産〜令和５年産　40g～190g（とうや、さやか、ホッカイコガネは上限210g）

種馬鈴しょ特定規格平均１個重（ｇ）

品種名

令和５年度 令和４年度
規格Ｓ 規格Ｍ 規格Ｌ 規格Ｓ 規格Ｍ 規格Ｌ

40g～60g 61g～90g 91g～190g
または210g 40g～60g 61g～90g 91g～190g

または210g
メ ー ク イ ン 57 76 110 59 83 114
男 爵 薯 53 69 105 53 72 103
と う や 52 70 114 54 76 114
マ チ ル ダ 48 65 92 52 74 106
ト ヨ シ ロ 55 75 110 56 81 112
ス ノ ー デ ン 53 68 104 53 72 108
き た ひ め 51 69 113 55 77 114
ぽ ろ し り 57 79 114 54 77 116
さ や か 54 73 112 51 73 124
ホッカイコガネ 55 72 105 58 81 120
コ ナ ヒ メ 56 76 106 58 85 112

※サンプル１個重は秋時点で計量しているため、誤差があります。
※とうや、さやか、ホッカイコガネは上限210g
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経済
部で
す

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

2月5日 月

2月6日 火

2月7日 水

2月8日 木

2月9日 金

2月10日 土 閉所

2月11日 日 休日（建国記念の日）

2月12日 月 休日（振替）

2月13日 火 作業着移動販売

2月14日 水 作業着移動販売

2月15日 木 作業着移動販売

2月16日 金 作業着移動販売

2月17日 土 閉所

2月18日 日 休日

2月19日 月

2月20日 火

2月21日 水

2月22日 木

2月23日 金 休日（天皇誕生日）

2月24日 土 閉所

2月25日 日 休日

2月26日 月

2月27日 火

2月28日 水

2月29日 木

3月1日 金

3月2日 土 閉所

3月3日 日 休日

3月4日 月

3月5日 火

飼 料 価 格 情 勢 ２・３月 購買事業カレンダー

①飼料価格改定について
　令和６年１～３月期の配合飼料価格は、令和
５年１０～１２月期価格に対し全畜種平均約2,950
円／t 値上げで決定いたしました。
　外国為替相場の円安の影響を受けとうもろこ
し・大豆粕などの植物性蛋白原料の値上がり、
海上運賃も干ばつによるパナマ運河の通航制限
継続の影響を受けていることから、値上げ改定
となりました。

②畜種別改定額（t当たり平均）
種　　　別 改　定　幅

乳 牛 用 3,150円 値上げ
乳 牛 育 成 用 2,600円 〃
牛 人 工 乳 3,650円 〃
肉牛用（ホル肉牛育成用） 2,650円 〃
肉牛用（ホル肉牛肥育用） 2,500円 〃
肉牛用（和牛・Ｆ１育成用） 2,850円 〃
肉牛用（和牛・Ｆ１肥育用） 2,550円 〃
肉 牛 用（ 和 牛 繁 殖 用 ） 3,000円 〃
豚 離 乳 用（ Ａ 段 階 ） 2,850円 〃
豚 育 成 用（ Ｂ 段 階 ） 3,350円 〃
豚 肥 育 用（ Ｃ 段 階 ） 3,000円 〃
種 豚 用 2,650円 〃
牛 代 用 乳 １ 袋（20kg） 約572円 値下げ
豚 人 工 乳 １ 袋（20kg） 約56円 〃
※�価格改定額については、くみあい配合飼料の価格改定額
とします。

③安定基金の補てんについて
　令和６年１～３月期の補てん単価は令和６年
４月末の安定基金理事会で決定されます。

④飼料価格変動額について� （円／t）

期　　　　 間 価格改定額 基金補てん額 備考
令和５年

１月～３月期 ▲ 1,200 950

令和５年
４月～６月期 ▲ 1,850 7,050

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和５年
７月～９月期 ▲ 2,000 5,250

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和５年
10月～12月期 ▲ 2,200 未定

補てん金単価
決定令和６年
１月末予定

令和６年
１月～３月期 2,950 未定

補てん金単価
決定令和６年
４月末予定

※価格改定額は全畜種全道平均額
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理 事 会 だ よ り
第10回（12月25日開催）

・議案第１号　役員報酬額の諮問について
・議案第２号　�令和５年度地区別懇談会実施要領

について
・議案第３号　出資金の譲渡承認について
・議案第４号　出資金の減口承認について

報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　�固定資産の取得について（コーティングブー

ス他）
３　令和５年度推定決算について
４　令和４年産共計大豆の本精算について
５　令和４年産民間流通麦の本精算について
６　�令和５年産民間流通麦の二次概算金支払につ

いて

７　�令和５年産原料てん菜概算金等の支払基準に
ついて

８　�令和４年産春掘長いも本精算及び長いも（共
計品）取扱結果について

９　�令和５年産秋掘長いも概算金及び春掘長いも
仮渡金の支払いについて

10　令和５年産春掘ごぼう取扱要領について
11　�令和４年産共計でん粉原料用馬鈴しょの概算

金支払いについて
12　農薬奨励金の支払について
13　組合員の加入・脱退状況について
14　�特定・要改善組合員の令和５年度決算見込み

状況について

今回の理事会は農協女性部役員の傍聴のもと開催
されました。

第15回　農協の事業計画書について
　ＪＡでは、向う１年間をどのような方針と計画でＪＡの運営をしていくかについての概要を、事業計画
書として取りまとめ、総（代）会にはかり、ＪＡの意思として決定します。これは株式会社などにはない
協同組合の特徴です。
　この事業計画書では、事業運営の基本方針はもとより各事業の事業取扱高や収支計画といった形で、前
年度の実績などを踏まえながら提案されますので、その内容を十分に理解し、議論に参加することが大切
です。
　事業計画書の中で、重要な部分と読み取れる事柄については下記の通りですので、今後事業計画書を読
む際に参考にしていただければ幸いです。

連載ＪＡの基礎【計画・決算編】

●基本方針
　基本方針は、内外の環境変化などを踏まえ、ＪＡの理事者が、本年度のＪＡ運営についてはこのような方針
で運営しますということを述べたものです。

●事業計画
　事業計画についても、その運営の基本方針とともに、各事業別の重点事項及び取扱高計画ならびに収支計画
が記載されます。
　この事業計画は、当該事業年度のいわば予想損益計算書、予想貸借対照表といったものとして理解すること
ができるため、業務報告書に準じたものの見かた、考えかたにしたがって検討することができます。
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は３月号に掲載いたします。

１月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
ハツヒノデ

１	 最低気温が０度より低い日
２	 現代人は電子――に囲まれて暮ら

しています
３	 水筒に入れます
４	 ヒヒーン！といななく動物
５	 スマホに入れたり消したりします
８	 ベッドが２つある部屋
10	 頬のこと。――ダンス
12	 スラロームやモーグルなどの種目

があります
13	 人がいっぱいに入っている状態
14	 西アジアの国の１つ。首都はアンカラ
16	 空気が乾燥しているので――器を

つけた
18	 節分の豆を――の数だけ食べた
20	 実がなるまでの期間が短めの品種

のこと

ヨコのカギ

１	 フキの花茎のこと
６	 銀世界を眺めて楽しみます
７	 ガイド――を片手に観光地を巡っ

た
９	 安倍川にして食べようかな、磯辺

巻きもいいな
11	 日没のことを日の――ともいいま

す
12	 雪だるまを英語（片仮名語）でいうと
14	 佐渡島にはこの鳥の保護施設があ

ります
15	 漢字には音読みと――読みがあり

ます
17	 平方根を表す記号
19	 魚偏に「弱」と書きます
21	 中国や台湾の旧暦の正月

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

の
推
進
と
完
成
は
農
業
人
の
功
績
に
ま
つ
べ
き
も
の
が
多
か
つ
た
。
そ
の
指
導

下
に
あ
つ
て
各
地
区
期
成
会
は
万
難
を
排
し
て
完
成
の
た
め
に
頑
張
り
、
つ
い

に
文
字
通
り
輝
か
し
い
ト
モ
シ
ビ
を
後
世
の
た
め
に
残
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
あ
と
の
有
線
放
送
に
し
ろ
、
農
協
が
当
時
と
し
て
百
七
十
万
円
を
フ
ン

パ
ツ
し
て
幹
線
工
事
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
前
の
先
人
た
ち
は
大
倉
庫
群
な
ど
の
大
き
な
施
設
を
残
し
、
戦
中
戦
後
の

民
主
時
代
の
先
駆
者
た
ち
は
以
上
の
よ
う
な
文
化
的
基
礎
施
設
を
数
多
く
完
成

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
中
心
に
な
つ
た
中
田
氏
の
話
に
よ
る
と
、こ
の
農
村
電
化
も
大
事
業
で
、

戦
中
、
終
戦
直
後
の
混
乱
期
に
工
事
を
進
め
る
た
め
、
何
回
と
な
く
札
幌
の
関

係
当
局
に
足
を
は
こ
び
汽
車
の
窓
か
ら
乗
り
こ
ん
だ
り
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
ク
に
ミ

ソ
正
油
は
も
ろ
ん
の
こ
と
、
薪
ま
で
つ
み
こ
ん
で
札
幌
へ
出
か
け
た
も
の
だ
そ

う
だ
。
そ
の
た
び
に
、
茂
木
組
合
長
か
ら
い
わ
れ
た
「
芽
室
の
農
村
を
明
る
く

す
る
の
は
君
の
使
命
だ
ぞ
。
た
の
む
」
と
い
う
言
葉
を
か
み
し
め
て
頑
張
つ
た

と
い
う
。

　
戦
時
中
は
酪
農
の
衰
微
も
は
な
は
だ
し

か
つ
た
。

　
産
業
組
合
の
合
併
に
よ
り
、
せ
つ
か
く

農
業
経
営
の
合
理
化
に
向
つ
て
新
発
展
し

た
酪
農
も
、
昭
和
十
八
年
に
な
る
と
、
あ

ら
ゆ
る
悪
条
件
に
な
や
ま
さ
れ
、
祥
栄
、

坂
ノ
上
の
両
共
同
集
乳
所
は
閉
鎖
、
乳
牛

は
七
百
頭
、
種
牡
牛
は
六
頭
に
へ
つ
て
し

ま
い
、
十
九
年
は
興
農
公
社
経
営
の
屠
殺

お
よ
び
犢
育
成
事
業
の
廃
止
。
二
十
一
年

は
乳
牛
三
百
十
四
頭
に
な
つ
た
。

　
こ
れ
が
対
策
と
し
て
、
こ
の
年
、
前
記

両
集
乳
所
の
再
開
と
芽
室
町
酪
農
振
興
会

の
結
成
と
な
り
、
さ
ら
に
北
海
道
酪
農
協
同
会
社
の
設
立
（
二
十
二
年
）
酪
農

会
社
の
三
分
割
に
よ
る
雪
印
乳
業
の
誕
生
と
と
も
に
、
本
町
は
雪
印
の
経
営
す

る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
（
二
十
五
年
）
こ
の
年
、
乳
牛
購
入
資
金
と
し
て
、
本
農

協
か
ら
百
五
十
万
円
の
貸
出
に
よ
り
乳
牛
三
十
六
頭
を
導
入
し
て
再
び
畜
産
芽

室
の
声
望
を
復
活
す
る
兆
を
み
せ
る
に
至
つ
た
。

�

（
三
月
号
に
つ
づ
く
）

凄い野積みを前に中田専務・宮田参事
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農
家
人
口
は
、
昭
和
元
年
に
千
二
百
六
十
戸
で
あ
つ
た
の
が
、
終
戦
直
後
の

二
十
一
年
に
千
四
百
五
十
八
戸
と
ふ
え
、
二
十
四
年
に
は
千
五
百
七
十
四
戸
と

な
つ
た
。
作
付
面
積
も
、
例
え
ば
、

　
◇
米
　
　
　�

大
正
十
年
二
八
三
町
、
昭
和
元
年
三
六
三
町
、
同
十
年
一
三
四

町
、
二
十
四
年
六
四
町

と
、
こ
の
町
特
有
の
曲
線
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
、

　
◇
麦
　
　
　�

大
正
十
年
　
一
六
八
町
、昭
和
十
年
四
〇
七
町
、二
十
一
年
一
、

一
〇
九
町
、
二
十
四
年
一
、五
一
八
町

　
◇
燕
麦
　
　�

大
正
十
年
　
八
九
六
町
、
昭
和
十
年
一
、六
三
〇
町
、
二
十
一

年
二
、六
四
一
町
、
二
十
三
年
一
、六
二
三
町

　
◇
大
豆
　
　�

大
正
十
年
一
、〇
八
〇
町
、
昭
和
十
年
二
、五
四
八
町
、
二
十
一

年
三
、〇
五
五
町
、
二
十
三
年
二
、六
八
六
町

　
◇
小
豆
　
　�

大
正
十
年
一
、一
二
九
町
、
昭
和
十
年
一
、九
〇
〇
町
、
二
十
一

年
四
四
四
町
、
二
十
四
年
五
一
二
町

　
◇
菜
豆
　
　�

大
正
十
年
四
、二
六
五
町
、
昭
和
十
年
七
、七
九
七
町
、
二
十
一

年
二
、〇
六
八
町
、
二
十
三
年
一
、六
三
七
町
、
二
十
四
年
一
、

九
四
四
町

　
◇
馬
鈴
薯
　�

大
正
十
年
一
二
〇
町
、
昭
和
十
年
二
八
七
町
、
二
十
一
年
一
、

四
一
二
町
、
二
十
四
年
一
、六
〇
九
町

　
と
い
う
わ
け
で
、
順
調
に
の
び
つ
つ
も
戦
争
中
の
無
理
お
よ
び
戦
後
の
供
出

第
一
主
義
に
よ
る
上
り
下
り
が
ハ
ツ
キ
リ
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
戦
時
中
食
糧
増
産
対
策
と
し
て
、
町
役
場
に
土
地
改
良
実
践
本
部
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が
設
け
ら
れ
、
国
費
工
事
と
し
て
、

　
　
下
北
伏
古
帯
広
原
野
排
水
（
四
千
メ
ー
ト
ル
）
昭
和
十
七
年
完
成
。

　
　
常
盤
地
区
内
排
水
（
四
千
メ
ー
ト
ル
）
十
八
年
完
成
。

　
　
上
伏
古
原
野
排
水
（
六
千
メ
ー
ト
ル
）
十
九
年
完
成
。

　
　
丸
山
地
区
排
水
（
三
千
メ
ー
ト
ル
）
十
九
年
完
成
。

　
　
報
国
地
区
排
水
（
七
千
メ
ー
ト
ル
）
十
九
年
完
成
。

　
ま
た
同
本
部
は
、
各
農
事
実
行
組
合
を
主
体
と
し
て
、
十
七
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
毎
年
百

町
歩
か
ら
三
百
町
歩
を
、
各
部
落
、
市
街
地
町
内
会
、
北
大
、
明
大
、
函
師
な
ど
の
学
徒
動
員
受

入
れ
に
よ
つ
て
、
広
く
暗
渠
排
水
工
事
を
行
つ
た
。

農
村
電
化
に
忘
ら
れ
ぬ
功
労

　
こ
の
町
の
農
村
電
化
五
カ
年
計
画
は
、
大
戦
末
期
の
昭
和
十
九
年
九
月
に
樹
立
さ
れ
た
。

　
ま
ず
全
町
期
成
会
を
設
け
、
第
一
年
度
は
高
岩
、
美
生
、
美
生
市
街
に
わ
た
る
二
部
落
一
市
街

八
十
二
戸
の
点
灯
を
期
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
こ
の
地
区
の
促
進
期
成
会
長
は
吉
井
吉
蔵
氏
。
二
十
年
十
一
月
竣
工
。
こ
の
と
き
の
喜
び
は
大

変
な
も
の
だ
つ
た
。昔
は
、一
合
の
石
油
を
大
津
や
帯
広
ま
で
買
い
に
い
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

農
業
、
産
業
の
発
展
を
み
な
が
ら
、
そ
の
生
活
は
文
明
文
化
の
外
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
年
目
の
二
十
一
年
度
は
二
百
七
十
八
戸
、
二
十
二
年
度
は
二
百
八
十
一
戸
、
二
十
三
年
度

二
百
四
戸
、
二
十
四
年
度
百
十
八
戸
に
点
灯
さ
れ
、
五
カ
年
に
九
百
六
十
三
戸
（
全
農
家
の
六

割
）
の
竣
工
を
み
た
の
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
二
十
五
年
度
に
入
つ
て
、
美
生
川
水
力
発
電
に
よ
り

二
百
三
十
五
戸
。
二
十
六
年
度
に
御
影
小
水
力
の
西
芽
室
、
中
島
地
区
三
十
戸
。
北
電
に
よ
る
大

成
地
区
三
十
三
戸
と
上
関
山
地
区
三
十
戸
が
完
了
。す
べ
て
完
成
し
た
の
が
二
十
八
年
で
あ
つ
た
。

　
芽
室
町
農
村
電
化
期
成
会
の
発
足
当
時
の
役
員
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
つ
た
。

　
　
会
　
長
　
芽 

室 

町 

長
　
大
村
　
捷
三

　
　
副
会
長
　
芽
室
町
農
協
　
高
橋
雄
之
助

　
　
委
　
員
　�

前
塚
　
茂
一
、
中
田
　
石
松
、
佐
藤
　
清
美
、
興
田
　
正
人
、
古
田
　
梅
夫
、

　
　
　
　
　
　
石
田
　
尚
、
佐
藤
　
晴
基

　
　
幹
　
事
　
北
山
　
正
潔
、
須
田
　
良
二
、
清
原
　
勝
一
、
佐
藤
正
太
郎

　
し
か
し
農
村
電
化
事
業
は
戦
後
に
い
た
つ
て
そ
の
実
質
的
内
容
を
変
え
た
。
ま
ず
資
材
の
極
端

な
ヒ
ツ
迫
と
財
政
難
の
た
め
、
発
足
当
時
の
期
成
会
の
主
体
、
つ
ま
り
町
自
体
が
こ
の
事
業
推
進

の
力
を
う
し
な
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
十
勝
地
区
農
村
電
化
委
員
会
の
常
任
委
員
を
兼
ね
、
一
貫
し
て
こ
の
問
題
と
取
組
ん
で

き
た
中
田
石
松
氏
を
は
じ
め
農
業
人
が
、
そ
の
後
の
推
進
母
胎
と
な
つ
て
事
業
を
継
続
、
ま
た

二
十
四
年
の
小
水
力
発
電
の
期
成
会
の
メ
ン
バ
ー
に
し
ろ
農
協
が
主
体
に
な
る
な
ど
、
こ
の
事
業

戦
中
を
中
心
に
上
り
下
り
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